
 

令和４年３月１５日  

 

那須烏山市議会議長 渋 井 由 放  様 

 

                文教福祉常任委員会委員長 矢 板 清 枝   

 

予算審査結果報告書 

 

 本委員会に令和４年３月７日に付託された事件は、審査の結果、次のとおり決定したの

で、那須烏山市議会会議規則（平成１７年１０月那須烏山市議会規則第１号）第１０９条

の規定により報告します。 

 

１ 審査期日 令和４年３月８日（火）及び９日（水） 

 

２ 審査場所 那須烏山市役所 南那須庁舎 第二委員会室 

 

３ 出席委員 矢板清枝、興野一美、村上進一、小堀道和、渋井由放、中山五男 

 

４ 説明のための出席者 

市民課長 大谷啓夫、福祉事務所長兼健康福祉課長 皆川康代、こども課長 川俣謙一、

学校教育課長 大鐘智夫、生涯学習課長 水上和明、他関係職員 

 

５ 審査事項 

本委員会の所管する市民課、健康福祉課、こども課、学校教育課及び生涯学習課の令

和４年度那須烏山市の一般会計及び特別会計歳入歳出予算 

 

６ 審査結果 

本委員会が付託を受けた一般会計及び特別会計の予算については、全会一致で原案の

とおり可決すべきものと決定いたしました。ただし、次のことについて要望し、意見を

付することとします。 

 市民課 

・来庁者への接遇を評価する。今後も全職員の模範となるよう努められたい。 

・住民票の写し等証明書のコンビニ交付が始まる。サービス開始を十分に周知するとと

もに、利用に必要なマイナンバーカードの交付率向上にも努められたい。また、更な

る利便性向上のため、戸籍証明書の交付も検討されたい。なお、コンビニ交付運営負

担金が高額であるため、自治体の実状に応じた負担割合となるよう関係機関に要望さ

れたい。 

・熊田診療所の今後のあり方については、地域住民にアンケート調査を実施し、現在集

計中とのことである。地域住民の声を十分に反映し、地域にとってかけがえのないへ



 

き地診療所として健全経営を図るよう努められたい。 

健康福祉課 

・依然として新型コロナウイルス感染症収束の兆しが見通せない状況である。円滑なワ

クチン接種の実施とともに、更なる感染拡大防止対策に努められたい。 

・コロナ禍の外出自粛により、運動や人とのつながりの機会が減っている。医療や介護

給付費の負担を軽減するためにも、健康づくりや介護予防に取り組むことが大切であ

る。楽しく、多くの人が参加できる健康マイレージ事業を更に推進されたい。 

・障がい者や高齢者、生活困窮者等支援を必要とする方々へ、今後も寄り添った温かみ

のある対応に努められたい。 

こども課 

・放課後児童健全育成事業の委託業者が変更となり、手厚い運営体制となることが期待

される。委託業者と連携し、放課後児童クラブに通う児童への支援の充実を図られた

い。 

・３歳児健診での視覚検査に、新規で屈折検査機器を導入する。検査の結果、治療が必

要な場合には、医療機関への受診勧奨を徹底し、早期治療につなげられたい。 

・家族全員で子供の成長記録や情報を共有できる育児支援アプリを導入する。利用者の

ニーズや時代の変化に即した情報を的確に提供し、効果的に運用されたい。 

・令和４年度に繰越した認定こども園施設整備費は速やかに執行されたい。設計に当た

っては、子供たちが夢を持って園生活を送れる施設となるよう考慮されたい。 

学校教育課 

・児童・生徒一人一台の端末（まなびＰＣ）の利用を始めて１年が経過する。これまで

の利用実績を踏まえ、様々な使い方を試み、更なる活用を図られたい。 

・スーパーティーチャー育成事業により、教員の指導力向上が図られている。キャリア

を生かし、児童・生徒の学力向上はもとより、やる気がでる楽しい授業を実施された

い。 

・新聞を教材として活用するＮＩＥを始めた。今後も、新聞や本を読むことで、社会性

を育み、自ら考え自ら行動できる児童・生徒の育成に努められたい。 

生涯学習課 

・いちご一会とちぎ国体・とちぎ大会には全国からの多くの来場者が見込まれる。様々

な媒体でＰＲし、市民の意識醸成を図るとともに、滞りなく準備を進め、記憶と記録

に残る大会となるよう努められたい。 

・図書館の指定管理者が変更となる。多くの運営実績があることから、その実績を生か

し、電子書籍の充実や学校との連携による児童・生徒への読書推進を図るよう指導さ

れたい。烏山図書館については、図書館の一元化に向け、南那須図書館への統合を引

き続き検討されたい。 

・デジタル博物館の開設により、気軽に文化財が閲覧できることを評価する。今後も、

随時情報を拡充し、更なる文化財の活用に取り組まれたい。 

・烏山城跡については、国史跡指定に向け粛々と準備を進められたい。 


